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た
く
さ
ん
の
水
を
使
っ
た
心
当
た
り
が

な
い
の
に
水
道
料
金
が
高
い
と
き
は
、
宅

内
の
ど
こ
か
で
漏
水
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

水
道
の
検
針
を
通
じ
て
、
毎
回
、
何
件

も
漏
水
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
下
水
道

使
用
料
に
も
影
響
し
ま
す
の
で
、
一
度
、

漏
水
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
漏
水
の
確
認
方
法
】

　
「
漏
水
か
な
？
」
と
思
っ
た
ら
、
次
の

要
領
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

①
ご
家
庭
内
の
蛇
口
を
す
べ
て
閉
め
て

く
だ
さ
い
。

②
水
道
メ
ー
タ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

星
形
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
（
銀
色
ま

た
は
赤
色
）
が
回
転
し
て
い
る
場
合
は
、

宅
内
で
漏
水
し
て
い
ま
す
。
速
や
か
に
修

理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
宅
内
の
蛇
口
ま
で

の
配
管
な
ど
の
給
水
装
置
は
、
使
用
者
が

管
理
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
各
自
が

漏
水
の
防
止
対
策
と
早
期
発
見
に
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
地
下
な
ど
発
見
困

難
な
場
所
で
の
漏
水
の
場
合
、
水
道
料
金

は
減
額
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

水
道
課　

（
２
２
）
６
８
３
８

〈
市
営
住
宅
〉

◆
定
期
募
集

　

▼
募
集
期
間

　
　

１
月
11
日
（
火
）
〜
１
月
21
日
（
金
）

※
募
集
す
る
住
宅
は
、
１
月
７
日

（
金
）
に
市
役
所
、
各
支
所
の
掲

示
板
で
公
表
し
ま
す
。

◆
随
時
募
集

　

▼
募
集
住
宅

  　
《
安
曇
川
》

　
　

第
２
古
賀
団
地
（
３
Ｄ
Ｋ
）

　
　
　

１
１
，
７
０
０
円
〜
１
７
，
４
０
０
円

　

  

《
朽　

木
》

　
　

上
野
第
１
団
地
（
３
Ｋ
）

　
　
　

１
３
，
２
０
０
円
〜
１
９
，
６
０
０
円

　
　

上
野
第
３
団
地
（
３
Ｋ
）

　
　
　

１
１
，
４
０
０
円
〜
１
７
，
０
０
０
円

　
　

上
野
第
４
団
地
（
３
Ｄ
Ｋ
）

　
　
　

１
１
，
９
０
０
円
〜
１
８
，
３
０
０
円

　

▼
申
込
資
格

１
．
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
、
勤
務

地
を
有
す
る
方
（
朽
木
地
域
は
除

く
）

２
．
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

３
．
同
居
す
る
親
族
の
い
る
方
（
た

だ
し
、
要
件
に
よ
り
単
身
で
も
入

居
で
き
る
住
宅
あ
り
）

4
．
入
居
予
定
者
全
員
の
合
計
の
収

入
月
額
が
15
万
８
千
円
以
下
の
方

5
．
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

6
．
そ
の
他
、
市
の
基
準
を
満
た
す
方

〈
中
堅
所
得
者
向
け
賃
貸
住
宅
〉

◆
定
期
募
集

　

▼
募
集
期
間

　
　

１
月
11
日
（
火
）
〜
１
月
21
日
（
金
）

　

▼
募
集
住
宅

  　
《
マ
キ
ノ
》

第
２
サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ
・
マ
キ
ノ
（
３

Ｄ
Ｋ
）
５
０
，
０
０
０
円

◆
随
時
募
集

　

▼
募
集
住
宅

  　
《
朽　

木
》　

　
　

荒
川
惣
田
団
地
（
３
Ｄ
Ｋ
）　　
　

　
　
　

３
２
，
０
０
０
円

  　
《
マ
キ
ノ
》

　
　

サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ･

マ
キ
ノ（
３
Ｄ
Ｋ
）

　
　
　

４
８
，
０
０
０
円

　

▼
申
込
資
格

１
．
同
居
す
る
親
族
の
い
る
方

２
．
入
居
予
定
者
全
員
の
合
計
所
得

が
一
定
額
以
上
の
方
（
年
令
に
よ

っ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。）

３
．
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

住
宅
管
理
課　

（
２
２
）
０
０
４
８

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
高
等
学
校
や
大

学
等
で
学
ぶ
こ
と
が
困
難
な
方
に
対
し

て
、
育
英
資
金
貸
付
基
金
を
創
設
し
、
奨

学
金
と
し
て
学
費
の
一
部
を
貸
し
付
け
て

い
ま
す
。

水
道
の
漏
水
に

　
　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い

高
島
市
育
英
資
金
の

　
　
　

貸
与
申
請
受
付
開
始

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

▼
申
請
対
象　

高
島
市
に
本
人
ま
た
は
保
護
者
が
居

住
し
て
い
る
方

　

▼
募
集
人
数　

若
干
名

　

▼
貸
付
額

○
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
特

別
支
援
学
校
（
高
等
部
）、
専
修

学
校
（
高
等
課
程
で
修
業
年
限
２

年
以
上
）

　
　
　
　
　

・
・
・
月
額
２
万
円
を
限
度

○
大
学
（
短
期
大
学
を
含
む
）・
専

修
学
校
（
専
門
課
程
で
修
業
年
限

２
年
以
上
）

　
　
　
　
　

・
・
・
月
額
３
万
円
を
限
度

　

▼
償
還
期
間

貸
与
期
間
終
了
後
１
年
の
据
置
期
間

を
含
め
７
年
以
内

　

▼
受
付
期
間　

　
　

１
月
４
日
（
火
）
〜
１
月
18
日
（
火
）

（
在
籍
す
る
学
校
を
経
由
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
）

　

▼
選
考
方
法　

書
類
・
作
文
・
面
接
（
面
接
日
は
後

日
通
知
）
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

※
制
度
の
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課　

（
３
２
）
４
４
７
３

　

会
社
更
生
手
続
を
開
始
し
た「
武
富
士
」

を
以
前
に
利
用
し
て
い
た
方
、
現
在
も
利

用
中
の
方
は
、
利
息
の
払
い
過
ぎ
（
過
払

債
権
）
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
武
富
士
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

　

過
払
債
権
を
お
持
ち
の
方
が
、
更
生
手

続
き
の
中
で
弁
済
を
受
け
る
に
は
、
更
生

債
権
届
出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
届
出

が
な
い
場
合
、
権
利
を
失
い
、
弁
済
を
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
届
出
期
限
は
２

月
28
日
（
必
着
）
で
す
。

　

武
富
士
本
社
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　

０
１
２
０
ー
９
３
８
ー
６
８
５

　
　

０
１
２
０
ー
３
９
０
ー
３
０
２

　
　

月
〜
金
（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
19
時

生
活
相
談
課　

（
２
５
）
８
１
２
５

　

高
島
市
の
ご
み
処
理
量
は
非
常
に
多

く
、
そ
の
処
理
に
か
か
る
費
用
も
膨
大
で

す
。
そ
こ
で
ご
み
の
分
別
徹
底
と
、
資
源

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
を
目
的
と
し
て

『
紙
ご
み
減
量
』
の
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　

普
段
皆
さ
ん
が
『
紙
ご
み
減
量
』
に
つ

い
て
思
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
や
、
感
じ
て

お
ら
れ
る
こ
と
を
標
語
に
し
て
く
だ
さ

い
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

▼
期　

間　

　
　

１
月
５
日
（
水
）
〜
２
月
７
日
（
月
）

　

▼
対　

象

高
島
市
在
住
、
在
学
、
在
勤
し
て
い

る
小
学
生
以
上
の
方

　

▼
規
格
お
よ
び
注
意

・
15
文
字
程
度
で
、
紙
ご
み
減
量
に
向

け
て
の
取
り
組
み
や
重
要
性
を
訴

え
、
意
識
向
上
を
図
る
内
容
の
も
の

（
定
ま
っ
た
様
式
は
あ
り
ま
せ
ん
）

・
応
募
作
品
は
自
作
・
未
発
表
の
も
の

で
、１
人
１
作
品
と
し
ま
す
。
ま
た
、

応
募
作
品
の
著
作
権
は
高
島
市
に
帰

属
し
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
品

は
、広
報
啓
発
活
動
に
活
用
し
ま
す
。

・
応
募
用
紙
に
は
、
標
語
の
ほ
か
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
（
小
中

学
生
は
学
校
名
と
学
年
）・
電
話
番

号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

▼
提
出
先

各
支
所
ま
た
は
高
島
市
市
民
環
境
部

環
境
政
策
課
へ

※
メ
ー
ル
・
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

▼
表　

彰

入
賞
作
品
に
は
、
賞
状
と
副
賞
を
贈

り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
高
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
各
支
所
ま
た

は
公
民
館
に
設
置
の
募
集
要
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

環
境
政
策
課

　

（
２
５
）
８
１
２
３

　

障
害
児
者
の
福
祉
や
教
育
な
ど
関
係
機

関
・
事
業
所
で
構
成
す
る
高
島
市
障
害
者

自
立
支
援
協
議
会
発
達
障
害
部
会
で
は
、

障
が
い
の
あ
る
人
が
安
心
し
て
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、
乳
幼
児
期
か
ら
学
齢
期
、
青

年
・
成
人
期
に
至
る
ま
で
の
一
貫
性
の
あ

る
記
録
が
で
き
、
支
援
に
活
か
せ
る
サ
ポ

ー
ト
フ
ァ
イ
ル
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル
は
、
障
が
い

の
あ
る
本
人
や
保
護
者
が
持
ち
、
教
育
、

福
祉
、
就
労
な
ど
様
々
な
場
面
で
記
録
・

活
用
し
、
安
心
し
て
自
分
の
人
生
を
送
れ

る
よ
う
な
使
い
方
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
そ
の

人
の
安
心
に
つ
な
が
る
よ
う
な
名
称
を
募

集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　　

▼
応
募
方
法　

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
い
ず
れ
か
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

▼
締　

切

　
　

１
月
14
日
（
金
）

・

湖
西
地
域
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

　
　
　

タ
ー
わ
に
な
ろ
う
発
達
障
害
部
会

　
　
　

事
務
局　
　

　
　
　

〒
５
２
０
ー
１
５
２
２

　
　
　

高
島
市
新
旭
町
新
庄
４
８
７
ー
３

　

（
２
５
）
８
２
７
６

　

（
２
５
）
４
０
１
７

　

shientel8
2
7
6
@
yahoo.co.jp

紙
ご
み
減
量
『
標
語
』
大
募
集

「
武
富
士
」
を

　
　
　
　

利
用
さ
れ
た
方
へ

サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル
の
名
称
募
集

※
募
集
の
住
宅
は
、
平
成
22
年
12
月

1
日
現
在
の
状
況
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
し
く
は
、
住
宅
管
理
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


